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１．目標指標（PLAN）

２．主な取組の評価（DO・CHECK)

(1) ひとり暮らしの高齢者などの見守りの充実

(2) 認知症により行方不明になるおそれのある高齢者などの見守りができる体制の構築

(3) 高齢者に対する移動支援の推進

３．結果と今後の方向性（ACTION）

A
今後もひとり暮らしの高齢者及び高齢者のみの世帯の見守り、認知症のため行方不
明となった高齢者の早期発見や未然防止できる見守り体制の構築及び高齢者の移動
支援を推進し、外出や社会参加を促すことで介護予防や健康寿命の延伸を目指して
いく。

昨年度実施結果 課題

進捗状況
（S:躍進中、A：予定通り、B：遅れ気味）

今後の方向性

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

日常生活圏域ごとに地域包括支援センターが中心となって
行方不明者捜索模擬訓練を実施し、延べ76人が参加した。
また、あいちオレンジネットワークの会議に出席し、連携の確
認、協議を行った。

行方不明が発生すると有効な捜索手段がない。

昨年度実施結果 課題

令和５(2023)年度から事業を開始。さんさんバス料金助成
はのべ149,503人の方にご利用いただいた。タクシー料金
助成は2,098,530円分(1回630円分 3,331回分)の助
成を行った。

タクシー料金助成は助成対象者に対して、タクシー券の利用
率が低い。対象者の利用率向上を図っていく必要がある。

昨年度実施結果 課題

配食サービスによる見守りを行った。また、各包括支援セン
ターがひとり暮らしの高齢者などの実態調査を行った。

おかよし地域包括支援センターでモデル実施している相談支
援体制の検証を行い、拡大の方向性を整える必要がある。

昨年度実施結果 課題

R9
目標

R10
最終目標

高齢者福祉に関する取り組みの市
民満足度割合

66.8% 80.9% 76.8% 76.8% 76.8% 76.8% 76.8%

指標名
R4

現状値
R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

担当課
長寿介護課 保険健康課

取組方針 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう
取組分野 高齢者福祉

施策主管部局 福祉部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 健康で生き生きと暮らせるまち
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担当課
長寿介護課 保険健康課

取組方針 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう
取組分野 高齢者福祉

施策主管部局 福祉部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 健康で生き生きと暮らせるまち

４．関連する事務事業の評価

（単位）

（単位）

2 2

R9
目標

R10
目標（指標名）

措置をした人数 人 5 4 2 2 2

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

なし

4,307,212 円

R7予算額
施策内優先度 B

6,000,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

老人保護措置事業

高齢者から家庭環境や経済上の理
由により、在宅生活が困難で入所の
必要があると「入所判定審査会」が
判断したときは、当該高齢者を養護
老人ホーム等に入所措置する。他に
も虐待を受けている高齢者等を緊
急的に特別養護老人ホーム等に入
所措置する。

現
状
維
持

高齢化の進展により老人ホームへの入所措置の
必要な高齢者が増加すると予測される。また、高
齢者への虐待事例も増加しており、緊急措置に
ついても増加が予測される。 
今後も継続して事業を実施する。

長寿介護課

R6決算額

7,500 7,500

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

生活援助員が訪問、電
話した回数

回 7,261 7,323 7,494

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

7,500 7,500

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
7,155,000 円

高齢者世話付住宅生活
援助員派遣等事業

高齢者世話付住宅（シルバーハウジ
ング）入居者に対し、生活援助員を
派遣し、居住者が自立して安全かつ
快適な生活を営むことができるよ
う支援する。
・65歳以上の夫婦のみ世帯(配偶者
は60歳以上）
・65歳以上の親族からなる二人世
帯(同居者は60歳以上）
・65歳以上の単身世帯

現
状
維
持

高齢社会の進行に伴い、高齢者の見守りが必要
となることから、生活援助員が入居者の援助を
行い、今後も継続して事業を実施する。

長寿介護課

R6決算額 なし

5,533,981 円

R7予算額
施策内優先度

関連する事務事業のR6決算総額： 114,092,634 円

関連する事務事業のR7予算総額： 131,571,000 円
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担当課
長寿介護課 保険健康課

取組方針 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう
取組分野 高齢者福祉

施策主管部局 福祉部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 健康で生き生きと暮らせるまち

（単位）

（単位）

6,300 6,400

R9
目標

R10
目標（指標名）

福祉センター利用者数 人 4,199 5,512 4,042 6,100 6,200

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

施設の長寿命化を高齢者福祉施設個別施設計画に基づき実
施する。

12,466,870 円

R7予算額
施策内優先度 B

12,962,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

福祉センター運営管理
事業

福祉センターの運営管理を指定管
理者である社会福祉法人みよし市
社会福祉協議会が行う。福祉セン
ターの維持管理のため施設の修繕
を行う。
指定管理期間 令和６(2024)年4
月1日から令和11(2029)年3月
31日　5年間

現
状
維
持

施設の管理運営のため、今後も継続して事業を
実施する。 
施設の老朽化に伴い、計画的な修繕が必要。 
【指定管理期間】　 
令和6(2024)年4月1日から令和11(2029)
年3月31日の5年間 
  
令和5(2023)年度に指定管理者を選定した。

長寿介護課

R6決算額

887 990

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

敬老金の支給対象人数 人 948 647 679

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

623 647

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
5,303,000 円

敬老祝賀事業

多年にわたり社会の進展に貢献し
た高齢者に対し、敬老金を支給する
ことにより長寿を祝福し、社会福祉
の向上に寄与することを目的とす
る。
市内在住の80歳、90歳、100歳以
上の者を対象に、敬老金を支給す
る。

現
状
維
持

高齢化による事業費増大が見込まれるため、
支給対象年齢の見直しを図りながら、事業を継
続していく。 

長寿介護課

R6決算額 令和４(2022)年度に行政評価委員会に諮り、対象者の見
直しを行った。

4,989,643 円

R7予算額
施策内優先度
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担当課
長寿介護課 保険健康課

取組方針 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう
取組分野 高齢者福祉

施策主管部局 福祉部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 健康で生き生きと暮らせるまち

（単位）

（単位）

320 320

R9
目標

R10
目標（指標名）

サービスの利用を申請
した人数

人 294 279 279 320 320

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

今後も利用者の声を聞きながら、事業を継続実施し、必要に
応じて事業費の拡大を図る必要がある。

26,655,300 円

R7予算額
施策内優先度 B

29,647,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

高齢者配食サービス事
業

調理が困難な高齢者に対して、定期
的に居宅に訪問して栄養バランス
のとれた食事の提供及び安否の確
認を行うため、配食サービスを実施
して、永年住み慣れた地域で安心し
て生活を営むことができるよう支
援することにより、福祉の増進に資
することを目的とする。

改
善

今後、こども世代と同居しない高齢者のみの世
帯やひとり暮らし高齢者の増加が見込まれる。
利用者の声や健康状態を把握しながら継続して
いく。
R8から事業の一部を介護予防・生活支援サービ
ス事業に移管する。

長寿介護課

R6決算額

56,000 57,000

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

老人憩いの家利用者 人 47,121 51,884 53,558

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

54,000 55,000

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
48,302,000 円

老人憩いの家運営管理
事業

地区老人憩いの家の運営管理を指
定管理者である各地区いきいきク
ラブが実施。地区老人憩いの家の維
持管理のため施設の修繕を行う。
指定管理期間 令和６(2024)年4
月1日から令和11(2029)年3月
31日　5年間

現
状
維
持

高齢者の集いの場として、より一層利用しやす
い環境づくりに努める。 
【指定管理期間】 
令和6(2024)年4月1日から令和11(2029)
年3月31日までの5年間 
令和6(2024)年度以降の指定管理者を選定し
た。長寿介護課

R6決算額 市の方針に従い施設の統廃合を検討する。

42,616,520 円

R7予算額
施策内優先度
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担当課
長寿介護課 保険健康課

取組方針 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう
取組分野 高齢者福祉

施策主管部局 福祉部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 健康で生き生きと暮らせるまち

（単位）

（単位）

1,200 1,200

R9
目標

R10
目標（指標名）

国民年金第１号資格取
得喪失等申請件数

件 1,320 1,277 1,170 1,200 1,200

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

なし

99,608 円

R7予算額
施策内優先度 法

119,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

国民年金事務事業

国民年金の第１号被保険者の資格
異動・一般免除申請・学生納付特例
等の受付をし、内容確認後に年金事
務所及び名古屋広域事務センター
へ進達をしている。法定受託事務以
外の手続や年金相談については、豊
田年金事務所を紹介している。

現
状
維
持

市民に身近な市役所で国民年金の手続ができ
る。

保険健康課

R6決算額

201,922 219,395

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

さんさんバス料金助成
者

人 0 132,030 149,503

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

166,976 184,449

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
22,083,000 円

高齢者等移動支援事業

［タクシー料金助成］
在 宅 の 要 介 護 認 定 者 に 対 し 、
22,680円（630円×36回）のチ
ケットを助成する。
 
［さんさんバス料金助成］
65歳以上の高齢者に対し、さんさ
んバス料金を全額助成する。

現
状
維
持

・65歳以上の高齢者に対し、自発的に外出でき
るよう移動の支援を目的とした、さんさんバス
料金助成の実施をする。
・在宅の要介護認定者に対し、自発的に外出で
きるようにタクシー料金を助成する。
・高齢者社会の進行に伴い今後も移動支援を継
続して事業を実施する長寿介護課

R6決算額 なし

17,423,500 円

R7予算額
施策内優先度


